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序

　群馬県前橋市は、関東平野の北西に位置し、北に赤城山、西に榛名山を望み、坂東太郎

で名高い利根川が「水と緑と詩の町」を豊かに潤し、古代より上野国の政治・経済・文化

の中心地として発展してきました。

　県都前橋は今、人口28万余を擁した街です。本市の水道については、昭和2年に上水道

建設着工以来、市勢の発展とともに建設が進み、給水量が年々増加し続けています。特に

近年は需要が著しい増加傾向にあり、富田町に造成される受水場もこれに対応するものと

して計画されました。今回、それに先立つ埋蔵文化財発掘調査を前橋市埋蔵文化財発掘調

査団が実施することになりました。

　調査では、縄文時代前期の土器を伴う竪穴状遺構や、古墳時代の住居址1軒、古墳2基

をはじめ、近世の遺構なども検出されました。今回調査した古墳は、富田地区において上

毛古墳総覧に記載されていないもので、同書に記載されている他の古墳と共に、古墳群を

形成していたものの一部と思われ、この地域の歴史を解明する貴重な資料を得ることがで

きました。

　この調査報告書を刊行するにあたり、前橋市水道局をはじめ多くの関係機関の方々の御

理解と御協力を得たことに対し厚く御礼申し上げます。

平成8年11月10日

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　団長　中　西誠一





例 一口

　　　　　　　　　　　　　　いなりまえいせき1　本報告書は、平成8年度富田受水場造成事業に伴う稲荷前遺跡発掘調査報告書である。

2遺跡の所在地
　ぐんまけんまえばししとみだまち
　群馬県前橋市富田町27－1番地外

3　調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長　中西誠一）の指導のもとに、前橋市水道局の委託を受け、ス

　ナガ環境測設株式会社（代表取締役　須永眞弘）が実施した。

　調査担当者　井野誠一・飯塚　誠（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）

　　　　荻野博巳（スナガ環境測設株式会社）

4　発掘調査期間　平成8年8月15日～平成8年9月10日

　整理期問平成8年9月11日～平成8年11月10日

5調査面積5073．29㎡
6　出土遺物は前橋市教育委員会が保管する。

7　測量・調査計画…須永眞弘、調査担当…荻野博巳、測量・実測…板垣宏・勝田貞幸・神津芳夫・佐々木智恵

　子、写真撮影…荻野博巳、安全管理…都丸保男、作業事務…柴崎信江が担当した。

8　本書は、調査団の指導のもと、スナガ環境測設株式会社が作成に当たり、原稿執筆を荻野博巳、編集…須永

　眞弘、校正…金子正人・新保一美、実測図の整理他…板垣宏、遺物洗浄・注記・復元…須永豊・柴崎信江・

　都丸保男、遺物実測…佐々木智恵子、文章の清書…勝田貞幸、内業事務…須永豊・柴崎信江が担当した。

9　発掘調査に参加した方々　（順不同）

　石川サワ子　内山恵美子　山崎勘治　中野鶴一　飯島いし　小沼あき　新保勝太郎　佐々木智恵子　新保松

　乃高橋玲子

凡 例

1　本遺跡の略称は8E34である。

2遺構名・略称

　土師住居址…H　古墳…M溝…W竪穴状遺構…丁　土坑…D　柱穴…P　風倒木…0　石…S

3　実測図の縮尺

　遺跡全体平面図1／500住居址1／60　カマド1／30　古墳1／40，1／80，1／120竪穴状遺構・陥し穴1／60土坑・

　地割れ跡・耕作跡・溝跡1／500遺物1／3，2／3，1／5

4　挿入図は、国土地理院発行の5万分の1「前橋」を使用した。

5　遺跡の位置の基準　国土地理院三角点及び水準点を照合済。

　基準点　A区A－0地点　第IX系座標値　X44180．000m　Y－60700．000m

　水準点　BM．1…130．000m，BM．2…128．500m　等高線20cm　グリッド4m間隔

6　土層断面の土色名及び土器類の色調名は『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局　監修　財団法

　人　日本色彩研究所色票監修）による。

7　土層注記及び本文中にはAs：浅問山の略称を使用した。

8　断面図の地山部分……圏、石室の裏込め部分及びカマドの天井石……團、須恵器の断面図……■を使用。

9　遺構の面積は、平面図による座標面積計算により算出した。
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第1図　稲荷前遺跡位置図



1　調査に至る経緯

　富田受水場造成事業に伴い、前橋市水道局より埋蔵文化財についての照会が前橋市教育委員会文化財保護課に

なされた。これに基づき、事業地内の遺跡の有無を確認するためにトレンチによる試掘調査が行われた。その結

果、縄文時代～古墳時代の遺構の存在が明らかになった。当局の協議の結果、設計変更等により埋蔵文化財を保

存することは不可能であると認められたため、事業地全面の発掘調査を実施することとなった。なお、事業地南

西部の1457．7㎡については、・試掘調査の時点で、基盤層であるローム層の下部まで削平されていることが確認さ

れたため調査範囲から除外した。

　発掘調査は、工事工程の関係上から前橋市埋蔵文化財発掘調査団の直営事業として行うことが困難と判断され

たため、民間調査機関への委託により実施することとし、調査団と調査機関（スナガ環境測設株式会社）と前橋

市水道局の三者での委託契約を締結し、発掘調査を行うこととした。

II　遺跡の位置と歴史的環境

1．遺跡の位置

　稲荷前遺跡は、前橋市の市街地より北東へ8km程離れた、富田町27－1番地他に所在する。本地区は、昭和42

年に前橋市に編入された旧荒砥村の西部を占めており、北側は勢多郡大胡町と接している。

　遺跡は、赤城山南麓末端の緩やかに南西方向に傾斜する、台地上に立地しており、標高は127ん129mを測る。

遺跡の東側は、勢多郡宮城村北部の赤城山の荒山南面に源を発する荒砥川によって形成された沖積地が広がり、

比高約10mの浸食崖によって画されている。また南側は、調査区のおよそ700m先で舌状台地の末端となるが、西

側については約500m離れて浅い開析谷が認められるが判然としない部分が残る。

2．歴史的環境

　本遺跡の立地する赤城山南麓地帯は、丘陵性の台地と沖積地が入り組んだ複雑な地形を呈しており、各時代を

通じて数多くの遺跡が残されている。本遺跡周辺でも、圃場整備事業をはじめとする各種の開発が盛んとなり、

それに伴う発掘調査が行われ、着実な成果を上げつつある。これらの成果をもとに、本遺跡の歴史的環境を概観

しておきたい。

　旧石器時代

　頭無遺跡⑯において、細石刃やナイフ形石器等を伴う文化層が検出されて以来、資料が蓄積されつつある。

　縄文時代

　草創期・早期の遺物散布が見られる荒砥北原遺跡（1①、前期では鶴谷遺跡（8）、中期の住居址が検出された泉沢谷

津遺跡（2）などがあり、草創期から中期までの遺構・遺物が見られる。

　弥生時代

　調査例が少なく、中期に荒口前原遺跡（1D、頭無遺跡など小規模な遺跡が点在する。

　古墳時代

　急激に遺跡数が増加し、集落跡において前期のものは、荒砥宮田遺跡（7）、内堀遺跡（2㊦、中期では豪族居館鮭検

出の荒砥荒子遺跡（2①、後期では、荒砥大日塚遺跡群（1の、荒砥中屋敷遺跡（19〉などがある。

　古墳は、県下有数の密集地であり、昭和10年に行われた群馬県下一斉の古墳分布調査の結果に拠ると、富田町

においては4基の前方後円墳を含む21基の古墳の存在が確認されている。本遺跡の南側に所在する「荒砥355號墳」

は、無名墳ではあるが、全長約50mの前方後円墳であり、「石榔アリト云フ、古塔有」と記載されている。発掘調

査を経ていないために詳細は不明であるが、約5mの高さを有する後円部の墳頂には、室町時代初期の「富田の

宝塔」（市指定重要文化財）が建てられている。1kmほど南に下った東曲輪・東原地区における土地改良事業に伴

1



う発掘調査では、現存する「おとうか山古墳」の範囲確認を含め、8基の古墳調査が行われた。その結果、規模・

形状が確認されるとともに特徴のある埴輪（円筒・人物・家形他）や須恵器・土師器等の出土遺物により、5世

紀後半～7世紀にかけて構築された古墳とされている。

　　　　　　　　　　　　　　　第2図　周辺遺跡図

周辺遺跡一覧表

Nα 遺跡名 概　　　　　要 NQ 遺跡名 概　　　　　要

1 稲荷前遺跡 本遺跡 16 頭　無　遺　跡 旧石器散布地、弥生～平安時代住居址

2 泉沢谷津遺跡 縄文時代・古墳時代住居址、古墳 17 荒砥下押切遺跡 古墳時代～平安時代住居址・円墳

3 大胡5・6号墳 円墳　竪穴式石室3基 18 堤東遺跡 平安時代住居址、古墳、方形周溝墓

4 御殿山古墳 円墳　昭和9年調査　鏡1・刀2・轡1・金環1出土 19 荒砥中屋敷遺跡 古墳・平安時代住居址・水田址

5 富田の宝塔 室町時代初期　中世を代表する石造物 20 荒砥荒子遺跡 古墳時代館、古墳～平安時代住居址

6 おとうか山古墳 円墳　径29m　昭和54年調査 21 新　屋　遺　跡 古墳時代住居址　昭和41年調査

7 荒砥宮田遺跡 縄文、古墳～奈良・平安時代住居堆 22 荒砥上之坊遺跡 縄文～平安時代住居址

8 鶴　谷遺　跡 縄文期散布地、弥生～平安時代住居址 23 阿久山古墳 前方後円墳　竪穴式石室

9 少将塚古墳 前方後円墳　長さ50m 24 伊勢山古墳群 円墳、前方後円墳

10 荒砥北原遺跡 縄文時代住居址、奈良平安時代集落 25 丸山古墳群 群集墳7基程あったと思われる

11 荒口前原遺跡 弥生・平安時代住居址 26 内堀遺跡群 縄文包含層、古墳期住居址、平安期炭窯

12 荒砥北三木堂遺跡 旧石器・縄文期散布地、弥生～古墳住居址 27 後二子古墳 前方後円墳約106m平成3年調査

13 大　道　古　墳 円墳（推定）両袖型横穴式石室 28 中二子古墳 前方後円墳約170m平成6年調査

14 荒砥大日塚遺跡群 弥生・古墳・平安時代住居址 29 前二子古墳 前方後円墳約148m平成4年調査

15 『
荒

子小学校校庭遺跡 古墳・奈良時代住居址 30 小二子古墳 前方後円墳約47m平成8年調査
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III調査の経過

1．調査方針

　市教委の試掘調査結果をもとに発掘調査を実施した。

　調査区の設定は、公共座標に基づき、東西方向に延びる調査区を算用数字で、南北方向に延びる調査区をアル

ファベットで呼称して、100×100mの大グリッドを設定し、A区・B区とし、その中を4m毎に小グリッドを設

定した。グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。また水準は、公共水準点に基づき調査区内に測設した。

　図面作成は、1／10、1／20、1／40、1／100の縮尺を使用し作図を行なった。遺物は遺構・グリッド単位で層位毎に

収納し、遺物分布平面図、遺物台帳に記載し、付番処理して収納した。

　また遺構・遺物等の写真撮影（白黒・リバーサルフィルム）も行なった。

2．調査経過

　平成8年8月15日より桑の木等の抜根作業や表土掘削による遺構確認調査を

行ない、多くの縄文土器片や竪穴状遺構、土坑、住居址、古墳等の遺構を確認

し調査を実施した。

　8月　重機による表土掘削後遺構確認面を精査し、遺構分布範囲を特定した。

　　　また遺構プランが不明確な所は、遺物分布範囲にサブトレンチを入れ、

　　　遺構の有無を確認した。検出した土坑や竪穴状遺構、住居址、1・2

　　　号古墳の発掘調査に入る。

　9月　土坑、竪穴状遺構、住居址、1・2号古墳の調査と共に1号溝、耕作

　　　跡、地割れ、風倒木跡の調査も並行して行なう。9月10日で遺構調査

　　　と埋戻しを完了し調査を終える。

IV　層 序

1　灰褐色土層　粘性・締まりなし　細砂と軽石粒を含む

II黒褐色土層粘性・締まりなしAs－B軽石を30％以上含み、わずかに軽石

　　　　　　粒φlmmを含む

III黒色土層粘性・締まりなし　細砂とAs－C軽石φ1～2mmを1％以上含

　　　　　　む

IV　黒色土層とソフトロームの混土層　As－C軽石φ1～2mmを1％以下含む

V　黄榿色土層　ソフトローム（砂質）

VI黄榿色土層　ハードローム　板鼻黄色軽石（As－YP）を含む

平成8年
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Z乙］遺構掘り下げ
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第3図　発掘調査経過図
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第4図　基本土層図
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V遺構と遺物

1．概　　観

　調査を行なった結果、縄文時代の竪穴状遺構1基・陥し穴1基、古墳時代の住居址1軒、古墳2基、近世の溝

跡1条や耕作跡1か所の他、地割れ跡1か所、土坑31基、風倒木跡2か所が検出された。また確認面では縄文時

代の土器片が多数検出されたが、住居址は検出されなかった。

2．縄文時代

　（1）竪穴状遺構（第5図、図版1）

位置調査区の北西隅H－1号住居址の南西側

底面積　14．72㎡　　長軸方向　ほぼN－oo－E

形状隅丸方形を呈する。

規模長辺4．75m、短辺4．65m、平均壁高は79cmを測る。

底面　固く締まったローム土で、中央部に焼け跡と思われる赤褐色の範囲が見られる。

備考確認面はほぼ円形で、中央に向かってロート状に覆土の堆積状態が見られたが、形状はそれと異なる竪

　　　穴状に掘り込まれていた。底面の南壁寄りに、長径26cm・短径22cm・深さ45cmと長径22cm・短径20cm・

　　　深さ22cmの規模を有する円形の穴を2か所検出した。位置関係や断面から柱穴の可能性も考えられる。

遺　物　確認面と底面の北西隅より、縄文前期と思われる土器片が検出された。

　（2）陥し穴（D－30）（第5図、図版1）

位置調査区東側のほぼ中央

方　向　長軸方向　N－800－W

形状東西に長い楕円形を呈する。

規模径100×266cm・底径80×228cm、確認面からの深さ70cmを測る。

備　考　ローム土を掘り込んで、As－C軽石を含む黒褐色土で埋まっている。逆茂木跡や遺物の検出はなく、時期

　　　も明確にすることはできなかったが、他の調査例から見て縄文時代の遺構と思われる。

3．古墳時代

（1）住居址

1号住居址（第6・7図、図版1・2）

位置調査区の北西

床面積　48．55㎡　　長軸方向　N－540－E

形　状　東西方向がやや長い方形を呈する。

規模長辺7．66m・短辺7．54士n、平均壁高は62．5cmを測る。

床　面　ほぼ平坦な床で、中央部はカマド前から南壁際までは堅く締まっている。中央部には、明黄褐色土によ

　　　る貼り床が、東西6．40m・南北2．00～4．00mの範囲で施されている。

壁周溝　カマド両側の2mほど及び北東隅の一部を除き、逆台形状の溝がほぼ壁に沿ってめぐる。規模は平均で

　　　上幅15．5cm・下幅9cm・深さ6．8cmを測るが、南側のほぼ中央はやや広くなっていた。

カマド　北壁のほぼ中央に位置する。袖が約40cmほど張り出し、燃焼部はほぼ壁際にある。袖は安山岩質の割れ

　　　石を芯材にして白色粘土で被覆して構築している。煙道部は、燃焼部よりも約50cmほど上の部分の壁を

　　　約30cmほど掘り込んでつくられており、端部は60。の角度で立ち上がっている。掘り方の壁面には安山岩

　　　質の割れ石を貼りつけ、天井部にも石を架けている。規模は、全長172cm・焚口部幅42cmを測る。燃焼部
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　　　の天井は崩壊して暗灰褐色土で埋まっている。

柱穴4か所検出した。Plは長径92cm・短径77cm・深さ48cm、P2は長径33cm・短径29cm・深さ40cm、P3

　　　は長径50cm・短径42cm・深さ36cm、P4は長径71cm・短径69cm・深さ60cmの規模を有する。P2を除く

　　　3個については、2段掘りになっている。全体の平面形状とは相違するが、ほぼ中央部に、南北方向が

　　　やや長い長方形に配置されている。柱間は芯芯で、南北方向3．85m、東西方向3．45mを測る。

遺物カマド内及び北東隅に集中して出土した。カマド内には、左の袖石に寄りかかる状態でほぼ完形の土師

　　　器甕が上向きで残されていた他、燃焼部にはつぶれた甕の底部などを検出した。、

備考西壁の中央からやや北寄りの位置に、幅63×92cm、深さ37cmの半楕円形の掘り込みがあり、南壁中央付

　　　近には、幅40×100cm・深さ14cmの床面を長方形に掘り込んだ跡が見られ、共に住居の施設に付随する掘

　　　り込みと考えられたが、はっきり断定することができなかった。また用途不明の浅い土坑、長径142cm・

　　　短径90cm・深さ12cmがP1の東側に検出されている。

　（2）古　　　墳

1号古墳（第8・9図、図版2）

位置調査区の南西標高は128．20～128．40mを測る。

墳丘既に削平されている。外観地形からは確認不可能であった。

周　堀　南側は前庭部より左右にほぼ半周し、やや角ばっている。北側は、途切れが3か所あり、大きく3つの

　　　堀で構成されている。

規模東西長17．5m、南北長18．85mを測り、周堀上幅は126～344cm・下幅40～122cm・深さは確認面より16～80

　　　cmを測り、覆土は上層にAs－B層が認められた。また前庭部前の周堀には、多量の石が落ち込んでいた。

主体部南西方向に開口する横穴式石室で、N－145。一Wの方向に開口する。石室入口部には、羨門から続く前庭

　　　部がわずかに付設され周堀と共有している。また構築方法は、自然石の乱石積を主体としている。前庭

　　　部の石積みは、左右に2段まで残り、幅は3．86mを測る。内部は、羨道部分の側壁に28～50cm程の石積

　　　みが2段まで残る。袖石は左側に25×60cm程の石を、右側にはやや飛び出した28×40cm程の石を使用す

　　　る両袖形である。

石　室　羨道と玄室に区分され、天井石は既に失われている。玄室側面は30～60cm程の石と小石で2段まで、奥

　　　壁は床からの石が1段のみ残る。床面は小石がほぼ平坦に敷き込まれている。石室各部の計測値は、石

　　　室長4．15m・玄室長2．05m・玄室奥幅1．1m・玄室前幅1．Om・羨道長2．10m・羨道幅0．9～1．2mを測る。

　　　石室の裏込めは、人頭大程の石と円礫を含む砂質土等を詰め込んで、やや雑に被覆している。石室構築

　　　方法は、ロームの地山を竪穴状に掘り込んだものである。

遺　物　前庭部前ゐ周堀から須恵器大甕・高圷や土師器圷片が、北側の周堀より土師器圷が検出されている。石

　　　室内からは検出されなかった。

備　考　周堀、石室等が比較的良く残り、全体の規模が20m以内と小規模である。前庭部は周堀と段差をもって

　　　区分されず、周堀との一体が見られる。羨門袖壁は左右に長く、これに交わる前庭部の側壁はない。ま

　　　た羨門は25～40cm程の2石と小石で塞がれ、やや羨門両袖壁の石が被さるように組まれている。、羨道は

　　　狭く玄室も小さい。石積も大きい石の使用はあまり見られず、縮小化と共に簡略化の傾向がうかがわれ

　　　る。群馬県埋蔵文化財調査事業団の「研究紀要10・12」の、赤城山南麓における群集墳成立過程の分析

　　　　（鹿田雄三）や、前庭をともなう古墳の編年（同）と対比してみると、本古墳は、7世紀後半の古墳形

　　　態に類似し、さらに前庭部と周堀内より出土した須恵器大甕や高圷、土師器圷などの形状からもその時

　　　代の特徴が見られる。また須恵器大甕の口縁部内側にはヘラ書き「什」の文字とも記号ともとれる刻文

　　　が記されていた。
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2号古墳（第10図、図版3）

位　置　調査区の南東部、標高は128．20～128．35mを測る。

墳丘既に削平されている。

周堀東南部が一部削平されているが、全周すると思われる。底は4か所に高い部分があり、掘り込みに差が

　　　ある。

規模東西長8．86m・南北長8．82mで、周堀の上幅は80～140cm・下幅20～50cm・深さは28～50cmを測る。

主体部　検出されなかった。

遺物北西部の確認面と周堀内に集中して円筒埴輪片を検出し、南側にも数点検出した。

4．近　　世

（1）溝　　跡

1号溝（第13図、図版3）

位置調査区の南壁寄り

規模確認長32．2m・上幅54～115cm・下幅28～108cm・深さ5～20cmを測る。

備考現耕作土の下層より、As－B層や1号古墳の北東側周堀まで掘り込んでいる。底面レベルは、東側標高

　　　129．12m、西側128．38mで、東から西へ約2．3／100の勾配を持つ。

遺　物　検出されなかった。

5．所属時期不明遺構

（1）耕作跡（第13図、図版3）

位置調査区北東寄り

規模確認長12．8m・上幅13～30cm・下幅6～16cm・深さ5～8cmを測る。

備考南北方向に走行し、40～50cmの間隔で4条検出した。断面形はすり鉢状を呈する。

遺物検出されなかった。

（2）地割れ跡（第13図）

位置調査区北東寄り

形状上幅25～65cm・下幅4～10cmを測り、断面形はVの字を呈する。

備考覆土は暗褐色土と砂質ローム土で埋まる。

遺　物　検出されなかった。

6．その他の遺構（第13図）

（1）風倒木跡

調査区の北東側と東側に2か所検出した。

　0－1の規模は、径350×238cm・深さ・は西側で浅く30cm、東側で56cmを測る。形状は楕円形で北西に突出した

部分が見られた。覆土はAs－C軽石混じりの砂質土とハニドロームで埋まっていた。

　O－2の規模は、径370×270cm・深さは西側がやや深く67cm、東側は56cmを測る。形状は楕円形で、O－1と

同様の土層で埋まっていた。

（2）土　　坑

調査区の北から東にかけて分布し、合計31か所検出した。覆土からA・B・C群の3つに分類した。

　まずA群は、As－C軽石を含む黒色土で埋まっているもので、D－1・2・3・4・5・6・7・8・9・10・

12・13・14・15・16・19・20・21・22・23・24・31が相当する。規模は大きいもので、D－8の径260×160cm・
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や

深さ50cmから小さいものは、D－16・23・24の径40×40cm・深さ10cmまでがある。

　B群は、黒色土とロームの混土層のもので、D－llの径160×160cm・深さ20cmとD－29の径230×110cm・深さ

40cmの2基が相当する。

　C群は、As－B軽石を含む黒色土で埋まっているもので、D－17・18・25・26・27・28・32が相当する。規模は

大きいもので、D－28の径（220）×130cm・深さ30cmから小さいもので、D－26の径45×40cm・深さ15cmまでがあ

る。

　上記で分類した点の他に、配置や大きさなどから見ても、相違が多く、性格や用途は特定できなかった。

　また、D－10からは、平安時代の土師器圷が1点完形で出土している。規模は、径136×178cm・深さ72cmを測

る。性格・用途は不明である。

VI　ま　と　め

縄文時代では、遺構確認面で前期諸磯式から後期称名寺式までの土器片と石器類が多く検出された。また、焼

けた石や礫なども若干見られ、生活の痕跡と思われたが、陥し穴と竪穴状遺構を検出したのみであった。

　また古墳時代では、住居址を1軒検出した。規模が比較的大型でカマドの構築方法も、見事に石と粘土を使用

して巧妙に作られていた。また、1号古墳との距離が28m程と近く、古墳の出土遺物と住居址の出土遺物からも

7世紀後半の特徴が見られるなど時期的にも近く、そこの人々が古墳にかかわった可能性も考えられる。

今回は、1軒のみの検出であったため、集落の一部であるのか、また調査区域外に住居址が存在するのか不明

であるが、今後の調査でその成果が得られよう。

　古墳にっいては、1、2号古墳共に、盗掘等や削平により保存状態は良好とは言えず、全体を把握することは

できなかったが、本遺跡の2基の古墳が、富田町やその周辺地域の歴史を解明するうえで、新たな糸口となるこ

とを期待したい。
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出土遺物観察表
注：法量は①口径②胴部最大径③頸部径④器高⑤長さ⑥幅⑦厚み⑧穿孔をcmで⑨重量をgで表し、（）は推定値を示す。

番号 出土位置 器形（種） 法　　量 ①胎土②焼成③色調④残存 器形・製作技法の特徴

1 竪穴状遺構
底面 縄文土器

①密。雲母・軽石②良好③明黄褐
色10YR7／6④断片（口縁）

口縁上端にヘラによる斜位の刻み目あり。外面L　Rを
基調とする。

2 竪穴状遺構
底面 縄文土器

①密。雲母・軽石②良好③浅黄2．
5YR7／4④断片（口縁）

わずかに波状を呈する口縁。

3 竪穴状遺構
確認面 縄文土器

①密。軽石・頁岩②良好③にぶい
赤褐2。5YR4／4④断片（口縁）

波状口縁。外面竹管による沈線を口縁部に4条施文。下
端から右下に3条の斜線。広い部分に縦位の縄文施文。

4 竪穴状遺構
確認面 縄文土器

①密。雲母・石英・頁岩片②良好
③にぶい赤褐2．5YR4／3④口縁

緩やかな波状口縁。

5 AE－18グリッド 縄文土器
①密。頁岩②良③榿7．5YR7／6④
断片（口縁）

口縁部から半裁竹管により3条の凹帯を引く。

6 AE－7グリッド 縄文土器
①密。軽石・雲母②良好③澄5
YR6／6④断片（口縁）

細い竹管で口縁に平行な沈線をめぐらし、下方は綾杉
状の沈線文。

7 AG－16グリッド 縄文土器
①密。石英・雲母・軽石②良好③
明赤褐2．5YR6／8④断片（口縁）

波状口縁。細い粘土紐を貼りめぐらした浮線に、ヘラ
による刻みを入れる。

8 AM－4グリッド 縄文土器
①密。輝石・雲母・軽石②良好③
榿5YR6／6④断片（口縁）

口縁に平行な沈線を引き、胴部に平行沈線をめぐらす。
口縁部にヘラによる斜線を施す。

9 AL－6グリッド 縄文土器
①密。雲母・石英・長石②良好③
榿5YR6／6④底部

平底。地文に縄文を施文。その上に5～6条の櫛形工
具による平行沈線を施す。

10 AG－16グリッド 縄文土器
①密。雲母・軽石②良好③榿7．5
YR7／6④断片（口縁）

上下を2条の平行沈線で区画し、その中を貝殻背圧に
よる押文を連続する。

11 AG－16グリッド 縄文土器
①密。雲母・輝石・小石②良好③
明赤褐2．5YR5／6④胴部断片

半戴竹管を小刻みに引いた施文。

12 AG－5グリッド 縄文土器
①密。雲母・軽石・長石・頁岩②良好

③にぶい榿7．5YR7／4④口縁片
竹管による平行沈線文。

13 AE－16グリッド 石　　　鍬
⑤3．7⑥1．2⑦0．

4⑨2．56
石質：チャート④完形 鋭い先端を持つ。凸基有茎鍬。

14 AH－10グリッド 石　　　鎌
⑤2．5⑥1．6⑦0．

6⑨L76
石質：黒色頁岩④完形 左右非対称。平基無茎鎌。

15 AK－11グリッド 石　　　鍬
⑤2．7⑥1．7⑦0．

4⑨L89
石質：チャート④ほぼ完形 基部は丸い。基部の一部欠損。凹基無茎鍬。

16 AR－10グリッド 石　　　鍬
⑤2．7⑥1．8⑦0．

3⑨1．53
石質：珪質頁岩④完形 基部丸い。凹基無茎鍬。

17 AG－8グリッド 石　　　匙
⑤3．8⑥5．9⑦0．

7⑨13。29
石質：黒色頁岩④完形

18 AH－11グリッド 石　　　匙
⑤5．0⑥7．2⑦0．

9⑨24．33
石質：頁岩④完形

19 AN－5グリッド 分銅形石斧
⑤9．3⑥8．0⑦1．

2⑨95．23
石質：黒色頁岩④完形

20 AK－2グリッド 分銅形石斧
⑤11．8⑥8．4⑦

1．8⑨245
石質：頁岩か④完形

21 AM．8グリッド 磨製石斧
⑤（9．9）⑥7．8⑦

3．7⑨460
石質：緑色変岩④1／2

22 AF－8グリッド 敲　　　石
⑤（12．9）⑥6．0

⑨425
石質：浮石安山岩④1／3 先端部敲痕。

23 AF－17グリッド 円礫石器
⑤9．3⑥9．3⑦3．

2⑨418
石質：輝石安山岩④完形 両面使用痕。

24 AM－10グリッド 凹　　　石
⑤12．6⑥7．1⑦

4．7⑨290
石質：砂岩か④ほぼ完形 両面凹石。両端敲痕あり。

25 H－1 土師器圷
①（12．8）④4．3 ①稠密。雲母・頁岩②良好③にぶ

い黄榿10YR7／4④1／3
外面口縁部から稜直下に及ぶ横ナデ、底部に縄痕あり。
体部は丁寧なヘラ削り。内面煤付着。口縁部から体部
にかけて横ナデ。底部ヘラナデ。

26 H－1カマド 土師器甕
①2L2④（35．0） ①稠密。雲母・石英・輝石・頁岩

②良好③榿7．5YR7／6④底部欠損
外面口縁部横ナデ、体部ヘラ削り。内面口縁部横ナデ、
胴部ヘラナデ。剥離が著しい。内外面煤付着。

27 H－1カマド 土師器甕
④（15．0）残存高 ①密。雲母・石英・軽石・長石・

頁岩②良好③榿7．5YR7／6④胴部
～底部

肉厚の底部に上部を付け足した造り。外面体部～底部
ヘラ削り。内面体部ヘラナデ。剥離あり。内外面二次
焼成痕あり。

28 H－1 土師器圷
①（1L4）④3。5 ①稠密。輝石・雲母・石英②良好

③榿5YR6／6④ほぼ完形
丸底気味で浅い底部と外反する口縁部を持つ。外面口
縁部横ナデ、体部粗いヘラ削り。内面口縁部横ナデ、
体部～底部ヘラナデ。

29 M－1 須恵器高圷

①（27．2）④（3，

5）残存高
①稠密②良好③灰5Y5／1④60％脚
部欠損

底部から体部の境が強く屈曲する浅く大径な圷部。ロ
クロ整形。底部回転ヘラ調整後一部手持ちヘラ調整。
接合部貼付け剥がれ痕。右回転ロクロ整形。

30 M－1前庭部前
周堀内

須恵器大甕

①26．7②43．9③
17．8④48．8

①稠密②良好③灰5Y4／1④ほぼ完
形

丸底。中心部を最大径として肩部が大きく張る。口縁
部は直線的に開き稜を持つ。中位に波状文。口縁部に
ヘラ描きあり。内面半円弧叩き目、底部指押さえ痕。
内外面自然紬。

31 M－1前庭部 土師器圷
①（1L5）④3．3 ①密。黒雲母・軽石・石英②良好

③榿5YR6／6④ほぼ完形
丸底の底部から短く内傾する口縁部。外面口縁部横ナ
デ、体部ヘラ削り。内面口縁部横ナデ。体部ヘラナデ。
内外面口縁部に煤付着。

32 M－2 円筒埴輪
①細砂粒を含む。②良好③榿5
YR6／8④断片

外面、刷毛目。突帯横位の指撫で。内面、上から縦位
の指撫で。上段に透孔の一部あり。

33 M－2 不　　　明
⑤2．1⑥0。9⑦0．

6⑧0．6⑨2．18
石質：黒色珪質頁岩か④完形 油脂分あり。両面からの穿孔痕。

34 D－10 土師器圷
①13．8④3．3 ①稠密。黒雲母・石英・軽石②良

好③明赤褐5YR6／6④完形
浅い平底気味の底部から緩やかに内轡する口縁部。外
面口縁部横ナデ。体部ヘラ削り。内面口縁部横ナデ、
体～底部ヘラナデ。内外面煤付着。
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第5図　竪穴状遺構・陥し穴実測図
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　　　　H－1号住居址
1　褐灰色砂質土層　As－B軽石を多く含む

2　As－B軽石層　As－B灰層をブロック状に10％含む

3’As－B軽石層　黒色土をブロック状に含む

4　黒色土層粘性ややあり・締まりあり　As－C軽石φ2mm以上を1％含む
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　　　　　　　　黒色土とAs－C軽石を含む
　にぶい黄褐色土層　粘性ややあり・締まりあり　褐色土とソフトロームを含む

　黄褐色土層　粘性なし・締まりややあり　As－C軽石と褐色土を含む

　明黄褐色土層粘性・締まりあり　黄白色粘土60％とロームブロック・黒褐色土を含む

　黄褐色土層　粘性・締まりややあり　ソフトロームを30％含む

1臼

2
3

　　H－1号住居堤　D－1，Pit－1～4
褐色土層　粘性・締まりなし　ロームとAs－C軽石を含む

褐色土層　粘性・締まりなし　ロームとAs－C軽石を1％以上含む
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0 1＝60 2m

第6図　1号住居址実測図
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　　　　　　　　　　　　　　　　第7図　1号住居址・カマド実測図
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第8図　1号古墳全体図・周堀断面実測図
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第9図　1号古墳石室展開図
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